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【心の土台】 
ルカによる福音書6章 
6:43 「悪い実を結ぶ良い木はなく、ま
た、良い実を結ぶ悪い木はない。 
6:44 木は、それぞれ、その結ぶ実によ
って分かる。茨からいちじくは採れな
いし、野ばらからぶどうは集められな
い。 
6:45 善い人は良いものを入れた心の倉
から良いものを出し、悪い人は悪いも
のを入れた倉から悪いものを出す。人
の口は、心からあふれ出ることを語る
のである。」 
6:46 「わたしを『主よ、主よ』と呼び
ながら、なぜわたしの言うことを行わ
ないのか。 
6:47 わたしのもとに来て、わたしの言
葉を聞き、それを行う人が皆、どんな
人に似ているかを示そう。 
6:48 それは、地面を深く掘り下げ、岩
の上に土台を置いて家を建てた人に似
ている。洪水になって川の水がその家
に押し寄せたが、しっかり建ててあっ
たので、揺り動かすことができなかっ
た。 
6:49 しかし、聞いても行わない者は、
土台なしで地面に家を建てた人に似て
いる。川の水が押し寄せると、家はた
ちまち倒れ、その壊れ方がひどかっ
た。」 
 
 ふたつのことが語られています。 
 
１）木は種類ごとの実を実らせる 
良い木は良い実を、悪い木は悪い実を

生み出す。 
そして、それに続いて、心にある言葉
が外に出てきて、行動にも出てくると
いうメッセージです。 
私たちはよく「心にもないことを言っ
てしまった」という表現を使います
が、イエス様は「心にあるから出てく
るのだ」と 
言っているようです。 
そうなると、心を清くする、心を整え
るという作業が必要になるわけです
が、これは自力ではどうしようもない
のです。 
そのつもりでリセットしても、リセッ
トしても結局元のところに戻ってきま
す。 
 
その際、希望が持てることがあるとす
れば、接ぎ木による新しいいのちの注
入です。 
接ぎ木は木の種類によっても、その難
しさは違うようですが、それでも、接
ぎ木された木がいのちを 
つなぎ、その流れができて、元の木に
はなかった美しいものを実らせること
ができるようになります。 
 
イエス様への信仰はまさに、イエス様
との接ぎ木と考えて良いと思います。 
台木はイエス様であり接ぎ木されてい
るのは私たちです。 
そこにこそ、希望があるのです。 
私たちが良い実を結ぶためにはイエス
様の新しいいのち、と、愛が必要なの
です。 
 
２）聞くことと実行すること 
イエス様から新しい命をいただき、そ



の教えに親しむ中で、私たちは案外頭
でっかちになり聞いているとすでに
「わかったような気分」になって、結
局、実行しないまま、「知っているつ
もり」になってそれで終わりにしてし
まいやすいのではないでしょうか。 
その危険性を伝えるべくイエス様は次
の話に進みます。 
 
３）具体的な事例としての「土台のあ
るなし」 
 
岩の上に建てた家と土台を考えずに建
てた家の違いは、外側だけ見たのでは
わかりませんが 
苦しい状況に直面すると、すぐに違い
がわかります。 
岩を土台にしている人にも、砂の上に
家を建てている人にも、同じように雨
が降り、風は吹き付けます。 
土台があるなしに関係なく、人間は
様々な出来事に直面します。 
 
つまり、イエス様を信じていても、い
なくても、とてもつらい出来事に直面
したり、病気に 
なったりしたりするわけです。 
でも、岩を土台にしている人と、そう
でない人には、そういう問題に直面し
たときに 
反応の仕方が異なります。 
よく「苦しいときの神頼み」という言
葉がありますが、基本的にはそういう
願いや思いは 
極めて自然な反応だろうと思います。 
しかし、せっかく苦しいときに祈った
り、お願いしたりして、乗り越えられ
たとき、 

私たちは、その喜びを忘れてしまった
り、感謝する心が持続しなかったり、
ほんとうに苦しいときだけの「神さま
とのお付き合い」（神さまを利用する
だけ」の関係になってしまうことが 
あるのです。 
それはとても、もったいないことで
す。 
良いときも悪いときも安心して生きる
ためには、神さまとの関係を常態化さ
せておく必要があります。 
 
 
４）それではどうすればよいか 
＊接ぎ木をすることで新しい命をつな
げる 
＊しっかり土台を固めることで安心し
た人生を構築する 
と言いましたが、具体的にはどういう
ことなのでしょう。 
岩とはなんでしょう。 
聖書の中に有名な箇所があります。 
マタイによる福音書16章 
 
13 たとき、弟子たちに、「人々は、人
の子のことを何者だと言っているか」
とお尋ねになった。 
14 弟子たちは言った。「『洗礼者ヨハ
ネだ』と言う人も、『エリヤだ』と言
う人もいます。ほかに、『エレミヤ
だ』とか、『預言者の一人だ』と言う
人もいます。」 
15 イエスが言われた。「それでは、あ
なたがたはわたしを何者だと言うの
か。」 
16 シモン・ペトロが、「あなたはメシ
ア、生ける神の子です」と答えた。 
17 すると、イエスはお答えになった。



「シモン・バルヨナ、あなたは幸い
だ。あなたにこのことを現したのは、
人間ではなく、わたしの天の父なの
だ。 
18 わたしも言っておく。あなたはペト
ロ。わたしはこの岩の上にわたしの教
会を建てる。陰府の力もこれに対抗で
きない。 
19 わたしはあなたに天の国の鍵を授け
る。あなたが地上でつなぐことは、天
上でもつながれる。あなたが地上で解
くことは、天上でも解かれる。」 
20 それから、イエスは、御自分がメシ
アであることをだれにも話さないよう
に、と弟子たちに命じられた 
 
 
イエス様はペトロの信仰告白を「岩」
と理解されました。 
「イエス様こそキリスト、神の子」と
いう信頼が心に育った時、それはまさ
に、土台の岩を手に入れたことに似て
います。 
その信仰告白の上に教会を建てるとイ
エス様は言われました。 
私たちは各自が聖なる宮として理解さ
れていますので、私たちの心にその信
仰告白はとても大切です。 
そのためにも、「聖書の言葉を少しず
つ心に蓄え、心に生かすということ
も、また岩を構築するための準備にな
るでしょう。 
 
聖書の言葉は、私たちを確立させるた
めの岩となります。 
今は、集まれていませんが、でも、そ
こに存在する絆は確実です。 
御言葉により、イエス様につながって

いるからです。つまり岩の上にそれぞ
れの 
足場を固めているのです。 
その線を崩してはなりません。 
＊＊ 
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MACF礼拝映像はこちらです。 
https://youtu.be/1r-7bDAGlDk 


